
令和３年９月 

経済産 業部 

 

「旧池尻中学校跡地活用に関するサウンディング型市場調査」 

結果の概要について 

 

旧池尻中学校校舎棟を活用した世田谷ものづくり学校においては、令和５年

４月以降に新たな事業展開を図るため、これまでの校舎棟だけでなく、体育館

と校庭を含めた一体的な活用に向けた「基本コンセプト」を令和３年（２０２

１年）２月に策定しました。本コンセプトに基づき、旧池尻中学校跡地活用の

検討を進めていくにあたり、民間事業者の参画可能性や事業条件、事業内容等

について効果的な民間活力の導入方策を調査することで、具体的な公募条件等

を整理するため、サウンディング型市場調査を実施しましたので、その結果を

公表いたします。 

 

1. サウンディング調査の概要 

（1） 概要 

現地見学会、対話を次のとおり実施し、計１６の民間事業者及び団体にご参

加いただきました。 

（2） 現地見学会 

開催日 ：令和３年６月２１日（月） 

開催場所：世田谷ものづくり学校及び池尻小学校第２体育館 

参加者数：１４団体 

（3） 対話 

開催日 ：令和３年７月７日（水）～７月１３日（火） 

開催場所：世田谷区役所三軒茶屋分庁舎 

参加者数：１６団体 

 

2. 対話概要 

旧池尻中学校跡地活用への事業参画可能性のある民間事業者及び団体、そ

れらのグループから、区がサウンディング型市場調査に向けて設定した基本

コンセプトや現況及び基本的な条件等に基づき、有効活用策などについて提

案シートによりご意見及びご提案をいただきました。なお、対話は民間事業

者等のアイデア及びノウハウ保護のために個別に行いました。 

※対話の実施要領等については、区ホームページでご確認ください。 

https://www.city.setagaya.lg.jp/mokuji/shigoto/005/d00191540.html 
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旧池尻中学校跡地活用に関するサウンディング型市場調査の結果について 

 

■対話の参加事業者等 

 計１６の民間事業者及び団体 

 

■調査結果の概要 

 区が用意した「提案シート」に対する事業者からの主なご意見等は以下のとおりです。 

 世田谷区では、これらのご意見等を参考に公募条件等の検討を進めてまいります。 

 

提案シート内容 事業者からの主なご意見等 

区が示すコンセプトに関

するご意見や実現の方策

について 

・時代の変化や都市型郊外特有の課題を捉えたコンセプト 

であることに共感する。 

・基本コンセプトに共感するが、地域住民が気軽に訪れられ 

る校庭を含めた施設のハード的な構成、コンテンツが重要 

である。 

・現在の施設で豊かな実現に至っていない（と想定される） 

機能は、大学との連携や子ども向けの場だと感じている。 

・SDGｓや AI といった、社会課題やテクノロジーに関する 

取り組みを区民に触れてもらう機会を作り出し、それを広 

報することで、地域に開かれた交流空間を生み出せる。 

・基本コンセプトのもとに、世田谷らしさ、世田谷の資源を 

活用し、こども・子育てを中心に未来・希望に溢れた場を 

創造したい。 

・自治体が取り組まねばならない課題は網羅されていると 

思う。一方、限られた予算と手段で網羅的に達成しようと 

すると、そのどれもが中途半端な結果になる可能性は高 

く、サービス、機能、フロアごとにターゲットを絞って特 

化させることが重要である。また、大きな住宅街としての、 

家族・育児・教育・介護・リモートワーク・住宅物件・大 

学・食・農・スポーツなどをテーマとして、企画を考えて 

いくことが大事である。 

・通学とオンラインによる「ハイブリッド型の高等教育機 

関」の設置を検討したい。 

・複数の地域課題解決を目指す、意欲的な取り組みと捉え 
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る。起業家や新しい才能がアフターコロナ時代に”あえて 

集まる場”の価値提供を考えた場合、多様な人々が集い、” 

新鮮な出会い”をもたらす仕組み・共有体験を生むプレイ 

スメイキング、「場」以外の仕組みやツールの組み合わせ 

が必要不可欠である。また地域住民の日常に溶け込む生活 

サービスの共存も重要と考える。 

・100 年時代を見据えた学びとスキルが得られ、自分らしい 

ライフスタイルを見つけられる拠点、団体・大学・民間企 

業と連携しイノベーションの玄関口としたい。 

・地域経済や住民と密接な関係を構築し、利益を第一に追い 

求めない運営が重要である。 

・本計画地は、東急田園都市線を利用した都心へのアクセス 

に優れながらも、物販店・飲食店・教育機関・公園等充実 

した場所であり、この特性を活かしつつ、フレキシブルな 

職場、子どもの教育の場を設けることで、コンセプトに沿 

った計画が実現できると考える。 

・文武両道型施設と非常時にも機能する再生エネルギー活 

用型施設を構築したい。 

・子どもの遊び場、学習支援、課外活動、国際交流活動、生 

涯学習などを通じ、教育的、人間的、社会的、職業的な学 

び・体験・相互支援・交流のハブとして、区（4 つのテー 

マ）や地域社会のニーズに「学校」として応えながら、自 

らの役割も模索していきたい。 

施設全体の機能構成や配

置、レイアウトイメージな

どについて 

・校舎については、1F には日常生活のなかで新しい刺激に 

出会う機能（ブックカフェ、ショールーム（ギャラリー） 

テナント / グロサリー、パン、雑貨、手芸、家具、アパレ 

ル等）、2F には暮らしをアップデートする仕事を生み出す 

機能（テナント / シェアオフィス、コワーキングスペー 

ス等）や子育て支援施設など、3F には他都市と共創する 

機能（テナント / 宿泊機能付き SOHO、スモールオフィ 

ス）を配置し、交流の場としてのラウンジも用意。 

校庭については、広く区民に開かれた場所となるよう、広 

場や農園などを整備。体育館は現状の使用の仕方を一定程 

度維持しつつ、様々なスポーツでの活用や、ローカルのプ 

ロ・アマチュアスポーツなどでも活用できるようにする。 

・校舎、体育館、校庭の分断を排除しシームレスな仕様へ改 
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修。公道とも繋がって機能するような活用ができる場所 

へ。 

・本校舎の屋上に太陽光発電設備を設置。 

・校舎は商業機能を持たせ、ファッションのスタートアップ 

のデザイナーを集めてくる。業種を絞って集中させて、よ 

り濃密な人的ネットワークを構築する。合わせて、コワー 

キングスペースも整備予定。校庭は芝生を敷いて広場に 

し、体育館については、区切り方を工夫し、テナントが入 

れるようなブースを検討。 

・新しいサービスやプロダクトの実証実験や社会課題を、区 

民と起業家が情報共有・協力しあう、官民連携ハイブリッ 

ドラボとする。区民生活を支える公共施設（スポーツ施設、 

ファミリー農園、ほっとスクール、高齢者クラブ等）と、 

新しい人々の交流を促すコンテンツ（民間事業者）の官民 

事業を構築。校庭はフェンスや花壇を撤去し、芝生を入れ 

て地域に開かれた場所とし、体育館についてはスポーツの 

利用ができる場所とする。 

・校庭と校舎１階を一体活用（デッキ＆テラス）＆エントラ 

ンスを複数設け、食コンテンツを導入することで、まちの 

人たちが訪れ、滞在したくなる場づくりを目指す。（コン 

テンツ例：カフェ、テイクアウト専門店、キッチンカー、 

キャンプ＆BBQ、ファーマーズマーケット等）また、「シ 

ェアスペース」を導入して活動の活性化を図る。（コンテ 

ンツ例：シェアキッチン/シェア工房等） 

校舎２，３階は、アクセラレーター機能とセットになった 

ワークスペースと、この施設に入居・関わる人自身が定期 

的に学びを提供する機会をつくり、自分で仕事を作ってい 

る人からのリアルな学びを得られるづくりを目指す。（コ 

ンテンツ例：アーティスト向けシェアアトリエ、スモール 

ビジネス、スタートアップ向けシェアオフィス、習い事教 

室） 

・地域の人が訪れやすく利用しやすくなるように、既存フェ 

ンスを撤去、複数のエントランスを設けるとともに、校庭 

と校舎１階、北東の中庭が一体的につながり公園のように 

活用するためのデッキを整備、校舎の顔を廊下側ではな 

く、校庭側に変えていく。体育館は地域の活用も確保しつ 
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つ、観客を入れたスポーツ大会を可能にするなど、地域コ 

ミュニティを育む場として柔軟に活用。 

・校舎は、1 階は起業相談スペース、コワーキング、イベン 

ト会場、キッズルームを設置し、区民の働き方支援、及び 

交流促進機能を構築。2 階/3 階を貸しオフィスとしての機 

能を継続する。校庭/体育館については地域コミュニティ 

活動の機能と場を継続し、基本的には校庭・体育館ともに 

現状通り使用できるよう検討。 

・校舎１階は学びの場として、ネウボラ事業、アトリエなど。 

２階、３階にコワーキングスペースやオフィスの機能を持 

たせる。体育館は現状のままスポーツ団体に利用いただ 

き、イベント時などにはスポットで使用する。 

・校舎は、基本的にはレンタルオフィスやスタジオ、ドロー 

ンスクールを中心に配置。体育館と校庭については、従来 

のスポーツでの利用は考えておらず、収録やイベントでの 

使用を考えている。屋上プールについても、イベントや撮 

影などで活用予定。 

・校舎棟及び体育館棟全てを高等教育機関として利用する 

ことを検討。 

・スクールエリアやハブエリア（オフィス、教室、ギャラリ 

ー）を合わせて整備。 

・校庭や第二体育館のスポーツ環境と校舎としての特性を 

最大限に活かして、幼児から高齢者までの健康増進並びに 

教育を民間連携してサポートできる施設を構築する。校舎 

内には、スポーツ科学やスポーツウェアに関する専門分野 

の企業や地域の子どもたち向けの学習塾を誘致する。 

・ものづくり体験の場、ショップの設置、農作物の販売など 

マルシェ、及びフラワーガーデンを造成、コインパーキン 

グなどの有料駐車場を設置する。体育館は、区民に貸し出 

すとともに、文化芸術発表の場とする。 

・施設を商業テナント（カフェ、スーパー、保育園など）、 

共用施設（キッズルーム、地域交流スペースなど）、SOHO

（住宅兼用事務所、コワーキングルームを含む）、子育て支 

援住宅、学生寮、サービス付き高齢者向け住宅として活用 

し、青年実業家、子育て世代、お年寄りまで多世代交流を 

生み出す空間を実現。また世田谷ものづくり学校の再入居 
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も検討可能。 

施設全体の改修内容につ

いて（校庭、体育館を含む） 

・校舎と体育館をつなぐため、いくつかの壁・サッシの撤去 

を行う。 

・校舎１階などを地域住民が入りやすくするため、耐震強度 

に影響がでない範囲で、窓（サッシ）の変更、下部の壁の 

撤去を行う。 

・スタートアップなど多くの人が交流できるカフェ機能を 

備えるため、一つの部屋で広いスペースを確保する必要が 

あり、一部教室の壁を撤去し、教室間をつなげる工事を実 

施。 

・校庭は芝生広場に、屋上は憩いの場として改修。校庭を囲 

うフェンスや花壇は、開かれた施設とするため撤去。 

・体育館にテナントブースを設置。 

・校庭、体育館は改修を入れず、そのまま活用。 

・校舎に関して防音工事や、厨房設備工事等の改修。校庭、 

体育館については現状のまま使用。 

・校舎、体育館の屋上にソーラーパネルを設置。 

・体育館屋上のプールに改修工事を施し、多目的運動場とし 

て整備。 

・校庭は、隣接する小学校のセキュリティの観点から、グラ 

ウンド間に仕切りを入れる改修。但し、土日は連続的に使 

えるようにするための可動式の仕切を検討。 

・池尻小学校の校庭とは完全分離せずに、広域ネット方フェ 

ンスで開閉可能な使用とし、学校行事・イベント・非常時 

等に拡張可能にする。 

・校庭の一部を駐車場に活用できるよう改修。 

・既存校舎を活用する場合、耐震補強・外装・内装リノベー 

ションなど多岐に渡る改修実施及びコスト捻出が必要と 

なるため、改修を行い活用するのではなく、校庭を含め取 

り壊し、新築の建物の建設を行う。 

・校舎の各部屋について、小部屋をつくれるよう、仕切りを 

設置予定。現状の部屋割を活かしつつ、内部をコーナーな 

どで区切って子どもたちのコーナーをつくっていく。ネウ 

ボラ事業につかうスペースについては、一部改修予定。 

社会起業家育成の拠点と

して備えるべき機能につ

・起業家、投資家、地域住民、インフルエンサーが自然に集 

まるアクセラレータープログラム。 
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いて ・行政、区民の協力体制（MaaS サービス、介護 ICT、KYC 

等の技術的実証実験参加等） 

・行政の支援・出資体制などを民間と合わせて備えていくこ 

とが必要。 

・コミュニティ促進 / 情報集約・発信 / メンターとのマッ 

チング / 実験（トライアル）機能などソフト面での施策 

が重要。 

・起業における「企画」「開発・設計」「製造」「販売」の各 

フェーズにおいて、それぞれのリソースを持つネットワー 

ク企業（団体）と連携し、起業準備者の成長を伴走支援し 

ていく機能。また、起業した事業者は、施設に入居し、次 

は支援者側として機能する仕組み（エコシステム）を構築 

する。 

・創業機運を醸成するような取組みも重要。 

・複合機やインターネット回線など、創業しやすいハードを 

安価で提供できるような仕組みが必要。 

・専門学校、大学等との協業、起業家のジャンルを絞ること 

による人的ネットワーク構築が必要。 

・入居者と区内・大手企業などとのマッチング支援。 

・パートナー企業から案件を募り、社会起業家に案件を下ろ 

して事業に繋げられるシステム、コーディネーターを配置 

予定。 

・大学との連携による LABO 機能。 

・一般社会人向けのスクーリングで対面で学んだり、交流す 

る機会を設け、起業家を育成するうえでも、仕事関連の再 

教育（学び直し）が可能なエクステンション機能が必要。 

・SOHO（住宅兼用事務所）のほか、コワーキングスペース、 

多様な企業・スタートアップ・フリーランス等の交流の場 

となる多目的室や会議室を備え、社会起業家育成の拠点と 

する。（法人登記可） 

子どもの新たな多様な学

びの場となるために備え

るべき機能について 

・子どもが主体的かつ安全に学ぶことができる、知る・体験 

する・継続できる機会の環境機能が必要なため、常設の場 

所を整備し、年数回子どもメインのイベントも行う。また、 

区内小中学校との連携による出張授業や体験、学校の先生 

への研修なども実施。 

・飲食店やアーティスト、クリエーター、テック企業など、 
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多種多様な職業の方や入居企業、関連企業による、それぞ 

れの個性を生かした子ども向けコンテンツを継続して実 

施する。 

・各種スポーツ教室、音楽や作品などの発表会や文化祭など 

のイベントスペース、シアタールーム、パソコン教室や動 

画制作講座、ロボット教室や工作教室などを定期的に開催 

し、最新のバーチャルスタジオのリアル体験の場も提供。 

また、貧困家庭の子供に対する教育支援に協力し、学習の 

環境を提供。 

・読書を通じた子どもたちの交流（ラウンジ洋書図書館）、 

子どもが自然と触れ合う機会（コミュニティーガーデン） 

の創出。 

・AI・VR・IoT などの先端技術をオンライン教育に活用す 

ることを検討しており、このような技術を子供たちに体験 

できる機能。 

・子どもの頃から、商品開発力あるいはマーケティング力を 

醸成できるよう、区内企業と連携しコンテンツを用意。 

・多様な価値観が共有・吸収でき、協調性や柔軟な発想を育 

める空間が必要。子育てNPO法人や近隣の大学と連携し、 

定期的に英会話教室などを実施し、グローバルに活躍する 

人材育成を図る。また、区内事業者と連携を図り、モノづ 

くりやスポーツ、コンサートイベント等を企画運営。 

・子どもたちが自由に遊べるキッズスペースや子連れのた 

めのカフェの設置で足を運んでもらい、入居者と子どもが 

お互いに新たな発見ができる場を構築。 

・レッジョ・エミリア教育を取り入れ、アートとデジタルを 

融合した環境を整備。また、幼児以降の子どもを対象とす 

る新教育センターと連携し、０歳から世田谷らしい先駆的 

な学びに触れ、子育て家庭同士が交流する場とする。 

・親同士が学び合う、サポートし合うための各種システムの 

整備が必要。 

多様な働き方を支援する

ための方策について 

・コワーキングスペース、サテライトオフィス、レンタルオ 

フィスを運営。また、オンラインミーティング会議環境の 

整備。 

・ハード面の整備だけでなく、ソフト面やネットワークを充 

実させた機能が必要。 
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・学び、多様な人と出会える場を提供することが重要。また、 

行政サービスとの連携窓口の設置。 

・区民が安価で気軽に利用できるコワーキングスペースを 

整備し、子育て支援施設の併設や会社定年後に地元で企業 

できる支援を検討。 

・メンタリング機能が重要。 

・社会人経験やスキルセットのある方向けに、育児や介護と 

の両立をできるような支援が必要。 

・ワークシェアやビジネスマッチングといった交流機能を 

検討。 

・コンテナガーデン＋子どもたちの創作活動の場「グリーン 

アトリエ（屋外アトリエ）」を整備する。 

・サービス付き高齢者向け住宅以外の住居において、各個室 

に Wi-fi を完備、仕事スペースを確保した間取りで、リモ 

ートワーク可能な居住環境を整える。またコワーキングス 

ペースも利用可能であり、多様な働き方に対応する。 

地域に開かれた空間とす

るための方策について 

・開かれた芝生広場などの公園機能。 

・誰もが訪れ、新しい出会いが生まれるオープンスペース

（POP UP スペースやカフェ） 

・コミュニティコーディネーターを配置し、乳児から高齢者 

までを有機的につなぎ、イベントだけでなく、日常的な繋 

がり、コミュニティを作る機能。 

・地域の人が訪れやすく利用しやすくなるように、既存フェ 

ンスを撤去、複数のエントランスを設けるとともに、校庭 

と校舎１階、北東の中庭が一体的につながり公園のように 

活用するためのデッキを整備、校舎の顔を廊下側ではな 

く、校庭側に変えていく。 

・校庭と校舎１階を一体活用（デッキ＆テラス）＆エントラ 

ンスを複数設け、食コンテンツ（カフェ、キッチンカー、 

テイクアウト専門店など）を導入することで、まちの人た 

ちが、訪れ、滞在したくなる場づくりを目指す。 

・体育館棟、校舎 1 階（北東側）を活用してまちの人たちが、 

家の近く（池尻や三宿）では普段できないことにチャレン 

ジできる「シェアスペース」を導入。 

・校庭のフェンスなどが閉鎖感を生んでいるため、可能な限 

り撤去。飲食や花屋等、明るい印象を作りつつ、手軽に購 
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入してもらえるテナントを誘致。加えて、目的がなくとも 

施設に入りやすく、かつ施設の特徴を明確化する見せ方が 

必要。 

・地域住民が活用できる場の提供⇒遊び場、カフェ、ラウン 

ジ洋書図書館などの開放。 

・校庭にコンテナガーデン（シェア農園）を整備し、世田谷 

区の強みである、農ある暮らしを実現。 

・体育館を活かし、地域住民向けのイベントを実施。（トレ 

ーニングセンター、フリーマーケット、マルシェ、スポー 

ツ、合唱コンクールなどを、区内事業者と連携実施） 

事業実施により期待され

る効果、区のメリット等に

ついて 

・関係人口の増加、区内産業の発展。 

・起業家の増加、子育て・教育支援。 

・地域区民参加型オープンイノベーション施設の実現。 

・民間ノウハウの活用に伴う、区内創業機運の向上および幅 

広い利用者の来訪やつながり強化に伴うコミュニティ機 

能の強化。 

・起業家の支援・発展に寄与し、雇用を促進。区内のイメー 

ジを住む街から、「働きながら住まう街」へと変化。 

・豊かな教育機会の提供により、子どもが育つ環境づくり 

と、起業支援により若者や高齢者の多様な働き方の選択機 

会を提供し、個々の力を発揮できる地域づくりを実現。 

・社会課題に対して、区民が集い、社会活動に参加する機会 

を提供することで、豊かなコミュニティ活動の発展と住民 

自治の推進が期待できる。 

・地域の人たちが日常的に集い、気持ちよく滞在できる場の 

実現。また、経済合理性で排除されがちでチャレンジ困難 

なコンテンツを盛り込み、住民の活動を活性化していくこ 

とが可能。本施設をきっかけに、世田谷区でより良い暮ら 

しを実現するために、企業や住民、行政などの有機的なパ 

ートナーシップを構築することを目指す。 

・様々な方のチャレンジや起業を支援するハード、ソフト両 

面でのサポート。 

・既存事業、注力事業の区民への認知拡大・共感の醸成。 

・地域の活性化、家庭支援、地域住民の身体的及びメンタル 

ヘルス支援、地域の国際化。 

・既存の区内経済活動（団体）との交流、相互協力により、 
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単に社会起業家の支援育成にとどまらず、区内経済活動 

（団体）の発展、及び区の活性化を達成させることが出来 

る。 

本事業において、民間（運

営）事業者がマネタイズす

るための方策 

・マネタイズの主要部分はサブリース事業。 

・リーシングマネジメント事業、オフィス・レンタルスペー 

ス運営事業、コンサルティング・スクール事業、レベニュ 

ーシェア事業、地域振興事業、人材マッチング事業、もの 

づくり工房運営事業、飲食事業。 

・レンタルオフィス、シェアオフィス、コワーキングスペー 

ス、イベントスペース、スタジオ、スクール事業。 

・校舎・体育館などを一体管理することで、受付の共通化な 

どによる、これまでの維持コストより多くの人件費の抑制 

が見込まれるが、それでも赤字コストではあるため、校庭 

や体育館での収益事業が必要。 

・体育館については、現状毎年２,０００万円以上の赤字で 

あるため、現在の貸出金額では、赤字コストを民間事業者 

がかかえることになってしまう。 

・赤字コストを補うため、場合によっては駐車場などの運営 

も視野に入れて検討が必要。 

・建物のすべてを一社で運営・管理し、時代の流れに沿って、 

随時、中身が変更できるようにしていく。 

想定する事業期間（契約期

間）及び区へ支払う賃借料 

・地域に開かれた施設にリニューアルするため、投資額が数 

億円かかるため、投資回収に必要な事業期間は１０年を想 

定。また、体育館や校庭の公益性や、校舎における起業家 

の育成や子どもの学びコンテンツなどコスト増要因を考 

慮すると、賃借料は支払うことが難しい。 

・コンセプト実現に向けて本施設をより魅力的にするため 

には、一定のハード上のバリューアップ投資が必要と想定 

している。短期間の賃借期間となると投資額も限定的にな 

るため、10～20 年程度の長期的な契約期間設定が必要。 

施設貸借料については、公益的な取組みや創業支援の取組 

みに充当するなど、施設貸借料を原資に基本コンセプトを 

実現するために充てることで、質・量ともに向上ができる 

と考えている。 

・事業期間は 15 年間（最低 10 年間）が必要。体育館や校 

庭のスペースは、地域に開くことや社会的意義のある場所 
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を目指し、事業収益性を重視する計画ではないため、賃借 

料は 1,000～1,200 万円程度/年（現事業者と同等程度）を 

想定。 

・事業期間は最低 10 年で、基本的には 20 年を希望。支払賃 

料は事業性を鑑み、低水準でなければ実施不可。 

・内装などの投資回収が必要なため、事業期間は 10 年必要 

で、区への賃借料は校舎棟の活用分として 1,250 万程度/ 

年を想定している。 

・事業期間は 10 年、賃借料は 1,900 万円程度/年を想定して 

いる。 

・事業期間は事業内容から最低 20 年以上事業ができる契約 

をお願いしたい。賃借料については、現状程度を想定。 

・事業期間 は 3 年単位での更新を希望。区へ支払う賃借料 

については、無償の提供を希望。体育館、校舎の維持管理 

費などを踏まえて試算した場合、収益性が見込めないこと 

を想定。 

・BTO 方式による建物を新築し、事業期間を 35 年取ること 

ができれば、区の収益として約 1200～1400 万円/月（参 

考値）程度が想定される。 

事業者及び区の費用負担

についての考え方（初期整

備費や施設維持管理費） 

・外構整備（フェンス撤去、芝生や植栽の移設など）や耐用 

年数経過による劣化に伴う設備更新、建物の躯体や外壁な 

どに関わる修繕は区の負担。建物内装工事、施設維持管理 

（施設運営上発生する建物内修繕や日常清掃・警備など） 

は事業者負担。 

・門及びフェンスの撤去、体育館と校舎の間の壁撤去、花壇 

の撤去、校庭内にある倉庫の解体・移動、中庭や校舎裏側 

にあるポンプ水槽撤去、体育館と校舎をつなぐサッシの撤 

去（半野外空間）は区の負担で、その他については事業者 

負担。 

・外構・躯体・給排水設備・空調設備（耐用年数を超える資 

産）の初期整備・改修については、資産保有者の区で整備 

していただくことが必要。 

・全体施設の初期整備（内装以外）、維持管理費用、公共サ 

ービス部分の運営は区が負担し、内装・設備投資・運営に 

ついては事業者負担を基本的には想定。 

・躯体補修、管理面においては賃貸物件が前提となるため管
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理負担も合わせての条件を望む。管理費も運営側で負担であ

れば、その費用も込みでの賃料設定が望ましい。 

・初期整備費や施設維持管理費については、すべて事業者負 

担で考える。既存建物の解体費については、どちらの負担 

にもできる。（既存建物の解体費を事業者負担にした場合、 

区の月額の収益が若干下がる可能性あり） 

事業の参画形態 ・単独や JV など幅広い参画手法を検討。 

事業参画のための条件や

区へ配慮を求める事項 

・施設入居事業者の条件の緩和(業種や創業年数など)。教育 

関係や福祉はこれまでの条件から外れていたため、ものづ 

くりに限定せず、様々な業種に利用できることが必要。 

・区から過度な規制・ルールをもうけず、民間の創意工夫を 

生かす運用を図れるようにしていただきたい。 

・飲食店やレジデンシャル機能など、柔軟な利用ができるよ 

う配慮を求める。 

・事業参画に当たっては、現状の賃料と同程度以下であるこ 

とを前提条件と考えている。 

・校庭、体育館の収入に対して、管理費コストが多くなるた 

め、区で負担いただく配慮を求める。 

・地域に開くための初期整備を区に負担していただきたい。 

また、賃料負担力ではなくコンセプトに合致する入居者を 

誘致することや新たな価値創出に向けたチャレンジをし 

やすいスキームとして、世田谷区⇔事業者における初年度 

の賃借料の減額（段階式賃料）を検討してほしい。 

・単純に施設を貸し出す所有者としての区の立場だけでな 

く、アクセラレータープログラムを通じた産業創出支援 

等、一部コンテンツ・プログラムの主体者として、運営メ 

ンバーの一翼を担うことは出来ないか。世田谷区自身も地 

域を活性化させたいと考えるメンバーの一員であり、チー 

ムを組んで運営を行うことがより良い場づくりにつなが 

っていくと考えられるため。 

・民間だけではできない、また、行政だけではできない、両 

者に接続する区民が混ざり合い、お互いの課題を解決でき 

る官民共創の場とするため、行政の積極的な参画を求め 

る。 

・世田谷区の産業や観光、教育、福祉、環境などの部署との 

連携。 
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・区内経済活動団体の協力要請への支援。 

・公募の段階で、リノベージョンだけではなく、建て替えの 

ご提案ができるようにしていただきたい。 

・既存事業のスケールアップを図りたく、連携と予算化をお 

願いしたい。例）・ネウボラ事業の発信拠点の整備、世田 

谷区の教育指針を体現する乳幼児向けの遊び場、ワークス 

ペースひろば型 

 


